


　江戸時代の終わり頃から、日本は国内外において、大小さま
ざまな戦争を経験することになりました。これらの戦争は、地
域と無関係ではなく、国外で行われた戦争を含め、地域に様々
な方面で関係していました。それは江戸時代以降、一度として
大きな戦場とならず、明治時代以降になっても常駐する軍隊が
おらず、軍隊に関連する施設もなく、戦争とは関係が薄いよう
に見えるみよしも例外ではありませんでした。
　今回の展示会では、資料館の館蔵資料を中心に、戦争や軍
隊とみよしとの関わりについて紹介します。兵士として戦争に
行った際のものや送り出した村の人々が使っていたもの、戦地
からの手紙や戦争の様子を知らせる雑誌、軍隊がたびたび行っ
た演習に関連する資料や一見すると戦争とは関係なさそうなも
のまで、幅広く展示します。これらの資料をご覧いただき、改
めて戦争やみよしについて考えるきっかけとなれば幸いです。
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明治43年（1910）第３師団と第15師団による臨時対抗演習時の村内宿泊先
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